


城の島

　海辺には小さな島があり、それ全体が山であり要塞であり城だった。その島には歩いて渡るこ

とができる。いまでは有名な観光名所。でも子供のころはまだ観光客も少なく、格好の遊び場だ

った。隠れる場所は無限にあったので一日中かくれんぼができた。私たちの想像の源。攻め入る

空想の船や敵からどうやって逃れるか戦うか。それが私たちのお決まりのストーリーだった。

　今ではその遊び仲間たちはみな内陸の方に行った。私だけが海辺に留まりその島で働いている

。毎朝六時頃潮が引き砂浜が現れると出勤する。城の中にある土産物屋で働いている。世界中か

ら訪れる観光客を見ているのは楽しい。
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